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騰畿灘麟爆

　　き

灘灘鐙薦麗難鑛

鰹騨、一　　．ぎ、灘、

第34回郡中学校駅伝大会

がんばれ！松代中学校

　　　　噸▲お父さんには負けないよ◆／

灘

　　　　　　　　　　箋一

蘇小学校親善マラソン大会・

肋な鯵加1スポーツの秋

10月1日、久しぶりに続いた青空のもとで、

駅伝大会やマラソン大会が町内の小・中学校の

生徒や松代高校生の参加で行われました。秋の

匂いを大きく吸って元気に駆け抜ける子どもた

ち。スポーツで健全な身体と心が培われます。

主
な
内
容

たっしょでながいき……………②③

里創プラン紹介…・・…∋・………・…・④

健康クラブ通信…………・…・…・…⑤

ウィークエンドサークル………⑥⑦

東京発・文芸………・………・…・⑫⑬

お知らせ…・………・……・……⑪⑭⑯

　　（この広報は再生紙を使用しています）



長寿と健康

で

　
今
年
も
敬
老
事
業
の
一
環
と
し
て
長
寿
者
（
満
八
十
八
歳
以
上
、
米
寿
喜
寿
）

と
金
婚
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
下
婚
の
該
当
者
に
県
、
町
か
ら
祝
い
状
や
記
念
品
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
該
当
者
の
中
か
ら
関
谷
町
長
は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
山
本
昇
治
さ
ん
（
犬

伏
・
い
り
お
き
）
と
金
婚
の
市
川
義
一
・
ス
イ
さ
ん
夫
婦
（
池
之
畑
・
は
し
ば
）
、

そ
し
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
山
岸
信
吉
・
ミ
キ
さ
ん
夫
婦
（
寺
田
・
ま
ん
が
き
）

の
お
宅
を
訪
れ
祝
福
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
町
の
長
寿
一
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
更
に
お
元
気
な
孟
地
の
山
本

オ
キ
さ
ん
で
す
。
蒲
生
の
小
堺
ヤ
ス
さ
ん
も
百
歳
に
到
達
さ
れ
、
敬
老
の
日
の
十

五
日
に
は
安
塚
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
金
子
所
長
も
小
堺
さ
ん
の
お
宅
を
訪
ず
れ
百

歳
の
長
寿
を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

1〉寺田の山岸さんご夫妻

　　　　（ダイヤモンド婚）

　お酒は手術後やめました。

　食事・運動等に気をつけて、

　元気に長生きしたい……。

　いつになくきれいな稲を喜

　んでおられました。

〈米寿の山本さん（犬伏）

　若いころ酒には目がなく飲

　みすぎで病気も覚悟……。

今は毎日1合ずつたしなみ

風邪には縁がないとか。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

　
　
　
　
　
　
（
婚
姻
6
0
年
）

関
谷
福
次
・
キ
サ

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
や
じ
ん
）

万
羽
一
吉
・
セ
イ

　
　
　
　
　
（
松
代
・
ぶ
ん
て
ん
）

佐
藤
　
猛
・
ナ
カ

　
　
　
　
　
（
千
年
・
は
ん
ぜ
ん
）

小
堺
芳
太
郎
・
フ
サ
ノ

　
　
　
　
（
蓬
平
・
い
し
ぼ
と
け
）

山
岸
新
吉
・
ミ
キ

　
　
　
　
　
（
寺
田
・
ま
ん
が
き
）

西
潟
平
司
・
ト
シ

　
　
　
　
　
　
　
（
福
島
・
か
み
）

佐
藤
　
潔
・
キ
ン

　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
新
屋
敷
）

　
　
金
　
　
　
婚

　
　
　
　
　
　
（
婚
姻
5
0
年
）

高
橋
清
八
・
ハ
ナ

　
　
　
　
　
（
松
代
・
た
か
せ
や
）

五
十
嵐
春
吉
・
チ
ヨ
子

　
　
　
（
松
代
・
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
）

市
川
昭
二
・
ハ
ナ
エ

　
　
　
　
　
（
松
代
・
ま
た
べ
え
）

市
川
清
次
郎
・
フ
ジ

　
　
　
　
　
（
田
沢
・
せ
い
べ
え
）

市
川
三
二
・
良

　
　
　
　
　
　
　
（
田
沢
・
か
み
）

市
川
義
一
・
ス
イ

　
　
　
　
　
（
池
之
畑
・
は
し
ば
）

柳
弥
三
次
・
ミ
ネ

　
　
　
　
　
（
千
年
・
お
ば
た
け
）

西
方
　
晃
・
レ
ツ

　
　
　
　
（
千
年
・
げ
ん
の
す
け
）

佐
藤
巳
三
郎
・
ミ
ネ

　
　
　
　
　
（
千
年
・
お
お
ま
い
）

高
橋
栄
次
郎
・
ス
ズ

　
　
　
　
　
　
（
千
年
・
こ
う
ぐ
）

室
岡
辰
男
・
恵
子

　
　
　
　
　
　
（
池
尻
・
お
お
や
）

小
堺
松
次
郎
・
ハ
マ

　
　
　
　
　
（
蓬
平
・
お
お
に
し
）

小
嶋
数
一
郎
・
千
代
野

　
　
　
　
　
（
犬
伏
・
か
ず
え
ん
）

柳
　
貞
二
郎
・
レ
ツ
．

　
　
　
　
　
　
（
苧
島
・
さ
じ
ん
）

池
田
利
八
・
ト
モ

　
　
　
　
（
田
野
倉
・
み
ず
か
み
）

池
田
善
次
郎
・
ト
メ

　
　
　
　
　
（
田
野
倉
・
こ
ざ
か
）

池
田
辰
夫
・
和
子

　
　
　
（
仙
納
・
す
け
ざ
え
も
ん
）

高
橋
佐
平
治
・
タ
イ

　
　
　
　
（
莇
平
・
い
え
の
や
ま
）

高
橋
二
一
・
ノ
リ

　
　
　
　
　
（
莇
平
・
と
く
ぜ
ん
）

田
辺
弥
一
郎
・
ハ
ナ

　
　
　
　
（
寺
田
・
や
ざ
い
も
ん
）

井
上
哲
治
・
ミ
ハ
ル

　
　
　
　
（
寺
田
・
き
ゅ
う
す
け
）

倉
石
義
乗
・
芳
子

　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
松
泉
寺
）

山
岸
久
一
・
チ
ヨ
ノ

　
　
　
　
（
蒲
生
・
き
ゅ
う
だ
い
）

柳
　
多
三
郎
・
ミ
ツ
ヨ

　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
や
く
し
）
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平成9年9月15日現在松代町長寿者番付表

▲金婚の市川さんご夫妻ともうじき95歳の市

　川ヌイさん（左）。庭の草とりもするそうで

　す。義一さんはワラ細工の技術指導者で町

　内はもとより、新潟伊勢丹や世田谷区のイ

　ベントなどにも、協力していただいています。

〉最高齢の山本オキさん。5月25日開催のN

　H　Kのど自慢会場でお孫さんご夫婦と。

叢 欝

氏　　　名 集　落 年　齢 順　位 年　齢 集　落 氏　　　名

山本　オキ 孟　地 101．05 横　綱 100．01 蒲　生 小堺　ヤス

松山　セン 犬　伏 98．02 大　関 96．07 田　沢 市川　廣治

関谷　勇吉 松　代 95．06 関　脇 95．05 福　島 高橋　キイ

小堺　ヨシ 儀　明 94．07 小　結 94．07 蒲　生 小林　豊保

市川　ヌイ 池之畑 94．04 前頭1 93．08 下　山 宮澤　文平

若月　ミユ 海　老 93．04 前頭2 92．09 儀　明 小堺　マス

佐藤ヨシノ 室　野 92．04 前頭3 91．11 仙　納 本柳　ヨシ

関谷　ミネ 松　代 91．09 前頭4 91．03 蒲　生 山岸　コイ

柳　　ツギ 千　年 91．02 前頭5 90．11 小荒戸 山賀　シゲ

齋藤ツトム 田野倉 90．10 前頭6 90．10 池之畑 市川フジノ

山岸軍次郎 蒲　生 90．09 前頭7 90．08 犬　伏 柳　　ヨシ

若井　ミサ 松　代 90．07 前頭8 90．03 室　野 佐藤　ミツ

※年齢は満年齢、91．10は、91歳10ヵ月です。

広
辞
苑

第
四
版
よ
り

年
齢
の
異
称

　
＋
五
歳
　
志
学

　
二
十
歳
　
弱
冠

　
三
十
歳
　
而
立

　
四
＋
歳
　
不
惑

　
五
＋
歳
　
知
命

　
六
＋
歳
　
耳
順

賀
寿
　
六
十
一
歳

　
パ
か
ぞ
え
　
ソ

　
七
＋
歳

　
七
＋
七
歳

　
八
＋
歳

　
八
＋
八
歳

　
九
＋
歳

　
九
＋
九
歳

　
百
　
　
歳

（
し
が
く
）

（
じ
ゃ
っ
か
ん
）

（
じ
り
つ
）

（
ふ
わ
く
）

（
ち
め
い
）

（
じ
じ
ゅ
ん
）

還
暦
（
か
ん
れ
き
）

古
稀
（
こ
き
）

喜
寿
（
き
じ
ゅ
）

傘
寿
（
さ
ん
じ
ゅ
）

米
寿
（
べ
い
じ
ゅ
）

牟
寿
（
そ
つ
じ
ゅ
）

白
寿
（
は
く
じ
ゅ
）

上
寿
（
じ
ょ
う
じ
ゅ
）

（
金
婚
の
つ
づ
き
）

小
林
安
太
郎
・
イ
セ
子

　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
た
っ
ぽ
）

仲
村
作
一
・
美
津
枝

　
　
　
　
　
　
（
儀
明
・
た
け
ね
）

仲
村
慶
作
・
チ
ヨ

　
　
（
儀
明
・
じ
ゅ
う
ざ
い
も
ん
）

村
山
直
治
・
カ
ツ
子

　
　
　
　
（
室
野
・
ち
ゅ
う
べ
え
）

村
山
栄
次
郎
・
カ
ネ

　
　
　
（
室
野
・
な
か
あ
ん
ど
う
）

相
沢
幸
成
・
喜
代
子

　
　
　
　
（
室
野
・
み
ず
な
し
や
）

米
持
常
市
・
小
梅

　
　
　
　
　
（
室
野
・
つ
ね
い
ん
）

佐
藤
清
吉
・
ユ
キ
子

　
　
　
　
（
室
野
・
か
わ
か
み
や
）

佐
藤
与
助
・
マ
キ

　
　
　
　
　
（
室
野
・
も
ん
に
ん
）

横
尾
末
義
・
ヌ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
（
峠
・
よ
し
り
）

　
　
舗
歳
到
達
者

小
林
豊
保
（
蒲
生
・
た
っ
ぽ
）

小
堺
ヨ
シ

　
　
（
儀
明
・
ま
ご
え
ん
）

小
堺
ヤ
ス

　
　
　
（
蒲
生
・
増
村
屋
）

　
　
米
寿
（
8
8
歳
）

関
谷
孝
一
（
松
代
・
三
郎
左
エ
門
）

萬
羽
卓
司
　
　
　
（
松
代
・
九
州
屋
）

関
谷
弘
治
　
　
　
（
松
代
・
東
雲
屋
）

樋
ロ
ウ
メ
ノ
（
松
代
・
九
左
エ
門
）

室
岡
マ
ツ
ノ
（
池
尻
・
に
ま
い
だ
）

小
野
島
エ
イ
（
会
沢
・
ち
ょ
う
す
け
）

小
堺
マ
キ
　
　
（
蓬
平
・
こ
う
じ
や
）

山
本
昇
治
　
　
（
犬
伏
・
い
り
お
き
Y

若
月
ハ
マ
（
孟
地
・
ほ
ん
じ
ょ
う
）

斉
木
ハ
ツ
　
　
　
（
中
子
・
し
も
）

齊
藤
庄
平
　
　
（
田
野
倉
・
堂
の
下
）

菅
井
ト
リ
（
田
野
倉
・
か
み
屋
敷
）

高
橋
ツ
ル
　
　
（
莇
平
・
こ
う
し
ち
）

井
上
九
四
　
　
（
寺
田
・
さ
か
た
や
）

山
岸
新
吉
　
　
（
寺
田
・
ま
ん
が
き
）

小
堺
チ
ヨ
ノ
（
儀
明
・
む
ら
か
み
）

仲
村
タ
ノ
　
（
儀
明
・
さ
か
ぐ
ち
）

村
松
ミ
ナ
　
　
　
（
儀
明
・
よ
し
ん
）

米
持
ヤ
イ
（
室
野
・
さ
ん
の
う
下
）

中
沢
セ
キ
（
木
和
田
原
・
か
じ
や
）

繍
』
松
代
郵
便
局
も
・

　
　
　
：
官
寿
、
の
お
祝
順

　
』
松
代
郵
便
馬
で
ほ
、
歯
寿
を
迎
、
ろ

ち
π
る
嘘
に
長
寿
お
お
祝
と
嘉
も
鱈
、

・
、
簡
易
裸
険
事
業
へ
の
協
力
慧
感
謝
事
；

・
紅
之
め
．
嘱
越
郵
孜
局
管
内
の
特
産

鰭
を
贈
呈
じ
て
騨
ま
す
。

に
・
今
年
ぱ
ハ
犬
伏
の
松
山
薄
ン
き
荒
㎝

に
長
野
県
、
の
特
産
木
製
品
（
花
台
）
』

が
贈
呈
さ
れ
ま
じ
た
。
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妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
　
　
整
備
構
想
の
ご
紹
介

　
は
じ
め
ま
し
て
。
十
日
町
地
域
広

域
事
務
組
合
事
務
局
企
画
振
興
課
で

す
。
事
務
室
は
、
十
日
町
地
域
消
防

本
部
庁
舎
の
三
階
に
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
十
日
町
地
域
広
域
六
町
村

で
は
、
現
在
「
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー

に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
」
『
妻
有
郷
ア
ー

ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
』
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
か
ら
数
回
の

連
載
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
事
業
の
内
容
は
、
今
後
皆
さ
ん
と

一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
計
画
し

て
い
く
も
の
で
す
が
、
今
回
は
「
里

創
プ
ラ
ン
」
の
誕
生
か
ら
『
妻
有
郷

ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
』
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
概
念
で
す
。

囹
里
創
プ
ラ
ン
と
は

「
里
創
プ
ラ
ン
」
は
、
正
式
に
は
「
十

日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ

ラ
ン
」
と
い
い
ま
す
。
「
里
創
プ
ラ
ン
」

が
誕
生
し
た
い
き
さ
つ
は
「
よ
い
（
理

想
の
）
里
創
り
」
を
目
指
し
た
い
と

い
う
平
山
知
事
の
考
え
に
基
づ
い
た

も
の
で
す
。

　
平
成
五
年
度
に
県
は
、
第
五
次
長

期
総
合
計
画
を
立
案
。
そ
の
中
に
は

県
内
を
六
地
域
に
分
け
、
具
体
的
な

地
域
別
の
振
興
策
「
地
域
別
振
興
方

向
」
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
を
具
体
化
す
る
段
階
で
は

さ
ら
に
十
四
の
広
域
圏
単
位
で
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
地
域
広
域
圏
は
、
平
成
六

年
に
里
創
プ
ラ
ン
の
第
一
号
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
口

の
減
少
と
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
く

地
域
活
性
化
の
た
め
の
対
策
が
急
が

れ
て
い
る
こ
と
と
、
平
成
九
年
三
月

に
開
通
し
た
ほ
く
ほ
く
線
を
利
用
し

た
圏
域
の
交
流
人
口
の
増
と
活
性
化

を
図
り
た
い
と
い
う
圏
域
共
通
の
課

題
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　
里
創
プ
ラ
ン
は
、
今
ま
で
の
よ
う

に
国
や
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て

「
補
助
金
を
も
ら
っ
て
行
政
が
何
か
を

造
る
」
と
い
う
も
の
で
な
く
「
自
分

た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
自
分
た
ち
で

考
え
自
分
た
ち
で
実
現
す
る
」
と
い

う
考
え
を
基
に
、
皆
さ
ん
か
ら
出
て

く
る
気
力
と
か
ア
イ
デ
ア
に
県
の
持
っ

て
い
る
知
恵
と
事
業
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
て
、
地
域
と
県
が
一
緒
に
な
っ

て
地
域
づ
く
り
を
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
内
容

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
作

り
上
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
の
よ
う
に
各
市
町

村
の
個
々
の
ハ
ー
ド
（
い
わ
ゆ
る
箱

物
）
を
優
先
す
る
の
で
な
く
、
六
市

町
村
全
体
の
振
興
を
考
え
、
ハ
ー
ド

を
活
用
す
る
知
恵
を
出
し
合
っ
て
広

域
の
振
興
策
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

圃
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
　
　
　
　
　
整
備
構
想
と
は

　
道
路
網
を
中
心
と
し
た
交
通
体
系

が
整
備
さ
れ
、
ま
た
余
暇
時
間
の
増

大
等
に
よ
り
、
日
常
生
活
圏
の
範
囲

に
変
化
が
生
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

平
成
六
年
四
月
よ
り
松
代
町
と
松
之

山
町
を
迎
え
、
一
市
四
町
一
村
か
ら

な
る
新
し
い
「
十
日
町
地
域
広
域
行

政
圏
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
「
十
日

町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ

ン
」
へ
の
取
組
が
始
ま
り
、
平
成
八

年
三
月
に
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク

レ
ス
整
備
構
想
」
と
し
て
発
表
い
た

し
ま
し
た
。

　
本
構
想
が
計
画
さ
れ
た
背
景
に
は

中
山
間
地
域
で
あ
る
妻
有
・
松
之
山

郷
が
抱
え
る
様
々

な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
問
題
と
は
、

地
場
産
業
の
低
迷
、

若
者
人
口
の
流
出

に
よ
る
過
疎
化
と

高
齢
化
、
文
化
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
崩
壊
に
よ
る

住
民
の
活
力
低
下

等
の
諸
問
題
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題

は
、
当
地
域
に
限
ら
ず
全
国
の
中
山

間
地
域
に
多
か
れ
少
な
か
れ
見
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に

も
各
地
の
自
治
体
で
い
ろ
い
ろ
な
取

組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
芳
し

い
結
果
を
収
め
た
も
の
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
本
構
想
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
取
組
の
持
つ
長
所
・
短
所

を
充
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
独
自
の
地
域
振
興
策
を
た

て
る
よ
う
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
地
域
の
人
々
の
中
で

こ
の
構
想
が
鍛
え
ら
れ
、
当
地
域
固

有
の
特
質
を
活
か
し
て
地
域
に
新
た

な
活
力
を
呼
び
起
こ
す
と
同
時
に
、

全
国
の
中
山
間
地
域
の
問
題
解
決
に

対
し
て
も
新
し
い
展
望
を
示
す
も
の

と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
次
回
は
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク

レ
ス
整
備
構
想
」
の
概
要
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ちびっ子集まれ1
　　　　　　消防ひろば

　十日町地域消防本部では、毎

年秋に幼少年から『火災予防』『防

災教育』を目的に、楽しみなが

ら防災に関心を持っていただこ

うと消防ひろばを開設して『いま

す。今年は、川西中学校を会場

にミニ消防車やはしご車の試乗、

綿飴や紙芝居など楽しいコーナー

がたくさんあります。

■10月19日（日）　AM10：00～PM3：00

■川西町立川西中学校

　　　　（雨天：屋内体育館）

金属灘雛轟ギー

アクセサリーの

　材質にご注意

　
ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
え
ば
、
花
粉
症

や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
が
そ
の

代
表
格
で
す
が
、
化
粧
品
や
食
品
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
は
何
で
も
な

い
も
の
が
原
因
と
な
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
．

　
な
か
で
も
最
近
増
え
て
い
る
の
が

金
属
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
よ
る
ア
レ

ル
ギ
i
。
長
時
間
、
イ
ア
リ
ン
グ
や

ピ
ア
ス
、
ネ
ッ
タ
レ
ス
な
ど
の
金
属

が
触
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
か
ゆ
み

や
炎
症
が
現
れ
た
ら
、
お
そ
ら
く
金

属
ア
レ
ル
ギ
ー
で
す
。
ひ
ど
く
な
る

と
水
庖
が
で
き
た
り
、
は
れ
上
が
っ

て
痛
み
を
感
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
し
や
す

い
金
属
は
、
ニ
ッ
ケ
ル
や
コ
バ
ル
ト

こ
れ
ら
は
ア
ク
セ
サ
リ
i
以
外
に
、

腕
時
計
の
ベ
ル
ト
や
眼
鏡
の
フ
レ
i
、

ム
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。　
ま
た
、
入
れ
歯
や
義
歯
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
る
金
属
が
溶
け
、
ア
レ
ル

4



　
広
報
九
月
号
で
は
、
基
本
健
診
時

の
問
診
結
果
と
高
血
圧
者
が
減
少
し

て
き
た
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
個
々
の
食
生
活

の
見
直
し
、
特
に
減
塩
に
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
町
で
も
減
塩
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
の
活
動
に
欠
か
せ
な

い
方
々
が
地
域
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る

食
生
活
改
善
推
進
委
員
（
い
わ
ゆ
る

食
推
）
さ
ん
で
す
。

　
四
十
時
間
に
わ
た
り
、
栄
養
・
調

理
・
食
品
衛
生
な
ど
に
つ
い
て
学
習

し
、
自
分
自
身
や
家
庭
で
の
健
康
づ

く
り
を
基
に
、
地
域
の
健
康
の
担
い

季
節
の
野
菜
を
使
っ
て

　
　
　
簡
単
に
で
き
る
副
菜

も
や
し
の
風
味
あ
え

暑の飽

by
栄養士

手
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
母
と

子
の
料
理
教
室
を
始
め
、
調
理
実
習

を
通
し
て
食
生
活
の
大
切
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
い
た
り
、
乳
製
品
の
普
及

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ち
ょ
っ
と
し
た
お
茶
飲
み
話
か
ら
、

健
康
づ
く
り
を
身
近
な
も
の
と
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
に
広
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
食
推
さ
ん
が
地
域
で
行
っ

た
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は

農
繁
期
で
忙
し
く
て
も
手
軽
に
で
き

る
料
理
を
…
と
地
域
の
方
々
に
試
食

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
作
り
方
を
チ

ラ
シ
に
し
て
配
布
し
た
も
の
で
す
。

も
や
し

ピ
ー
マ
ン

に
ん
に
く

し
ょ
う
ゆ

塩

　
一
四
〇
g

　
　
八
O
g

　
四
・
八
g

小
さ
じ
少
々

　
　
　
少
々

作
り
方
①
も
や
し
は
ゆ
で
る
。

ピ
ー
マ
ン
は
千
切
り
に
し
て
ゆ

で
る
。
②
に
ん
に
く
を
す
り
お

ろ
し
①
と
調
味
料
を
あ
わ
せ
る

な
す
の
ご
ま
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

　
　
な
す
　
　
　
　
　
四
個

　
　
黒
ご
ま
　
　
　
　
　
八
g

　
　
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
　
大
さ
じ
1

　
　
塩
　
　
　
　
　
　
少
々

作
り
方
①
な
す
は
粗
く
皮
を
む

き
、
蒸
し
て
一
口
大
程
度
に
切

る
。
②
ご
ま
は
い
っ
て
か
ら
す

り
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
に
混
ぜ
、
塩

も
加
え
て
①
の
な
す
に
あ
え
る

忙
し
い
時
で
も
手
軽
な
一
品
（
峠
食
推
、
ん
）

蒸
し
な
す
の
そ
ぽ
ろ
あ
ん

　
　
な
す
　
　
　
　
中
二
個

　
　
豚
ひ
き
肉
　
　
　
八
0
9

　
　
し
よ
う
が
　
　
　
　
少
々

　
　
油
　
　
　
小
さ
じ
－
弱

　
　
砂
糖
　
　
　
小
さ
じ
－

　
　
水
　
　
　
大
さ
じ
ー
％

　
　
し
ょ
う
ゆ
　
　
小
さ
じ
2

　
　
し
し
と
う
　
　
　
　
四
本

　
　
か
た
く
り
粉
　
　
　
少
々

作
り
方
①
な
す
は
所
々
皮
を
む

い
て
蒸
す
。
②
豚
ひ
き
肉
を
お

ろ
し
し
ょ
う
が
で
妙
め
、
砂
糖
、

水
、
醤
油
を
入
れ
る
。
③
し
し

と
う
を
輪
切
り
に
し
②
を
加
え

水
溶
き
か
た
く
り
粉
で
と
ろ
み

を
つ
け
る
。
④
蒸
し
て
食
べ
易

く
切
っ
た
な
す
に
③
を
か
け
る
。

青
菜
の
磯
あ
え

　
　
ほ
う
れ
ん
草
　
一
六
〇
g

　
　
え
の
き
茸
　
　
　
一
袋

　
　
の
り
の
佃
煮
　
　
二
〇
9

作
り
方
　
ほ
う
れ
ん
草
・
え
の

き
茸
は
ゆ
で
て
、
の
り
の
佃
煮

と
和
え
る
。

さ
さ
身
の
ご
ま
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

　
　
鶏
さ
さ
身
　
　
　
　
三
本

　
　
し
ょ
う
が
　
　
　
％
か
け

　
　
　
白
ご
ま
　
　
大
さ
じ
ー

　
　
　
し
ょ
う
ゆ
　
小
さ
じ
1

　
　
　
砂
糖
　
　
小
さ
じ
％

　
a
　
　
　
水
　
　
　
小
さ
じ
2

　
　
　
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
〃
　
2
強

　
　
ト
マ
ト
　
　
　
中
一
個

作
り
方
①
さ
さ
身
は
ス
ジ
を
と
っ

て
し
ょ
う
が
を
入
れ
た
湯
で
煮

る
。
ト
マ
ト
は
湯
む
き
し
て
ザ

ク
切
り
に
し
て
お
く
。
②
a
を

あ
わ
せ
て
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ソ
ー
ス

と
す
る
。
③
ゆ
で
あ
が
っ
た
さ

さ
身
を
ほ
ぐ
し
、
材
料
を
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
ソ
ー
ス
で
和
え
る
。
ト

マ
ト
も
加
え
る
。

〈
峠
の
食
推
さ
ん

ピ
ー
マ
ン

か
つ
お
節

し
ょ
う
ゆ

ピ
ー
マ
ン
の
お
か
か
あ
え

　
　
四
個

　
　
一
袋

大
さ
じ
ー

作
り
方
　
ピ
ー
マ
ン
は
千
切
り
に
し

て
ゆ
で
て
、
か
つ
お
節
・
し
ょ
う
ゆ

で
和
え
る
．

ギ
ー
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
に

　
　
　
の
う
ほ
う

小
さ
な
膿
庖
が
現
れ
た
り
、
湿
疹
や

か
ぶ
れ
な
ど
皮
膚
炎
を
起
こ
し
た
り

し
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
な
ん
と
も
な
か
っ
た
の

に
、
あ
る
時
か
ら
突
然
症
状
が
出
る

例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

に
し
ろ
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
で
す
。

病
院
で
は
、
ま
ず
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
を

行
っ
て
、
何
の
ア
レ
ル
ギ
ー
か
診
断

し
ま
す
。
原
因
物
質
と
疑
わ
れ
る
金

属
片
を
皮
膚
に
張
り
つ
け
、
患
部
の

変
化
を
見
る
の
で
す
。
原
因
物
質
が

判
明
し
た
ら
、
そ
の
金
属
を
使
っ
た

ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
を
身
辺
か
ら
遠
ざ

け
、
医
師
の
指
示
に
従
い
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
素
人
判
断
は

危
険
で
す
。
過
っ
た
薬
品
を
使
用
し

て
か
え
っ
て
悪
化
さ
せ
た
り
、
何
年

も
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
専
門
医
に
相

談
し
、
検
査
を
受
け
た
う
え
で
治
療

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら

　
新
潟
県
で
は
、
学
校
週
休
2
日
制

導
入
に
向
け
て
地
域
の
受
け
皿
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

学
校
以
外
で
の
活
動
を
援
助
す
る
た

め
、
松
代
町
で
は
県
が
す
す
め
て
い

る
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
事
業

を
導
入
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
自
然
探
険
隊
講
座
の
活

動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
講
師
は
福
島
の

高
橋
八
十
八
さ
ん

を
お
願
い
し
て
、
松

苧
神
社
周
辺
の
植

物
の
観
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
と

汗
ば
む
よ
う
な
春

の
好
天
に
恵
ま
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
我

先
に
と
山
頂
を
目

指
し
、
大
人
の
方
が

た
は
高
橋
先
生
の

説
明
を
受
け
な
が

ら
熱
心
に
観
察
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

▲国指定重要文化財「松苧神社」にて

月
と
鐸
日
利

　
十
日
町
星
の
会
の
会
長
南
雲
敏
夫

様
に
お
願
い
し
、
星
座
観
察
会
を
計

画
し
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
曇
天

こ
の
た
め
予
定
を
変
更
し
て
室
内
で

の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
月
と
星
の
話

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
身
近
な
も
の

を
使
っ
て
の
星
の
大
き
さ
の
比
較
な

ど
、
残
念
な
が
ら
本
物
は
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し
い

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
後
2
回
程
星
座
観
察
会
を
計

画
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
天
候
不

良
に
て
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

ホ
タ
ル
藻
讐

　
松
代
の
源
太
周
辺
で
観
察
会
を
行

い
ま
し
た
。
車
が
現
地
に
到
着
す
る

と
、
す
で
に
あ
た
り
を
多
数
の
ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル
が
飛
ん
で
い
る
の
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
山
側
の
林
の
中
で

一
際
大
き
な
光
り
を
放
つ
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
も
観
察
で
き
ま
し
た
。
点
滅
す

る
光
り
に
集
ま
っ
て
く
る
ヘ
イ
ケ
ボ

タ
ル
の
様
子
は
実
に
不
思
議
な
世
界

で
、
参
加
者
は
大
感
激
で
し
た
。

　
　
記

グ1｝

高橋八十八

その14

エ
ゾ
ゼ
ミ

　
平
成
九
年
の
夏
は
エ
ゾ
ゼ
ミ
が
大

発
生
し
て
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
一

杯
は
「
リ
i
～
～
ッ
、
リ
ー
～
～
」

と
雷
の
よ
う
な
勇
ま
し
い
、
う
な
る

よ
う
な
声
で
山
じ
ゅ
う
を
と
ど
ろ
か

せ
ま
し
た
が
、
そ
の
前
の
八
年
は
一

声
も
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
で
し
た
。

　
こ
の
エ
ゾ
ゼ
ミ
の
こ
と
を
、
カ
ン

ナ
リ
ジ
ッ
チ
・
ギ
ー
ギ
ー
ゼ
ミ
・
オ

オ
ゼ
ミ
・
ヤ
マ
ゼ
ミ
・
ク
マ
ゼ
ミ
な

ど
と
呼
ぶ
地
区
が
あ
り
ま
す
が
、
高

い
山
の
ブ
ナ
林
を
舞
台
と
し
て
演
奏

す
る
バ
リ
ト
ン
歌
手
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
発
生
す
る
年
と
少
な

い
年
、
ま
っ
た
く
発
生
し
な
い
年
と

ま
ち
ま
ち
で
す
。

　
こ
の
辺
の
セ
ミ
の
仲
間
と
し
て
は

一
番
大
型
で
、
平
野
部
の
都
会
に
多

い
ク
マ
ゼ
ミ
が
一
番
大
き
く
横
綱
、

エ
ゾ
ゼ
ミ
は
、
そ
れ
に
次
ぐ
大
関
格

な
の
で
す
。

　
面
白
い
こ
と
に
、
こ
の
エ
ゾ
ゼ
ミ

は
黒
い
体
が
普
通
な
の
に
、
た
ま
に

全
体
が
オ
レ
ン
ジ
色
、
あ
る
い
は
、

上
半
身
が
オ
レ
ン
ジ
色
で
下
半
身
が

黒
、
ま
た
そ
の
逆
の
も
の
と
い
っ
た

変
わ
り
者
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
ん
な
タ
イ
プ
の
も
の
を
エ
チ
ゴ

型
と
い
い
ま
し
て
、
変
種
で
は
な
く

て
ア
ル
ビ
ノ
（
白
子
）
に
当
た
る
も

の
で
、
ド
ジ
ョ
ウ
に
も
赤
ド
ジ
ョ
ウ

が
見
つ
か
る
の
と
同
じ
現
象
ら
し
い

の
で
す
．

　
私
も
い
く
つ
か
捕
ま
え
た
こ
と
が

あ
り
、
メ
ス
と
オ
ス
に
は
関
係
な
く

ど
ち
ら
に
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
平
成
十
年
の
夏
は
、
こ
の

エ
ゾ
ゼ
ミ
の
堂
々
た
る
合
唱
が
聞
か

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
期
待
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ぐ
エ
ゾ
ゼ
ミ
基
本
型

ノ
ノ》

エ
チ
ゴ
型
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ン
脈
槻
謬
」

》
川
西
町
に
て
。

　
川
西
町
教
育
委
員
会
で
実
施
し
て

い
る
ト
ン
ボ
観
察
教
室
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
川
西
町
R
2
5
2

沿
い
の
松
葉
荘
の
周
辺
は
、
ト
ン
ボ

　
せ
い
そ
く

の
棲
息
す
る
池
が
点
在
し
、
十
一
種

類
も
の
ト
ン
ボ
を
観
察
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
わ
ざ

で
き
ま
し
た
。
講
師
の
神
業
に
近
い

網
さ
ば
き
で
、
ト
ン
ボ
を
傷
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い

こ
と
な
く
捕
獲
し
、
手
に
取
っ
て
丁

ね
い寧
に
説
明
を
受
け
た
後
、
ト
ン
ボ
は

空
へ
放
た
れ
ま
す
。
や
は
り
、
実
物

を
手
に
取
っ
て
の
観
察
は
、
子
ど
も

た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

　
　
　
　
水
生
生
物
観
察
会

七
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
　
八
月
三
十
一
日

〈
ふ
化
し
た
ば
か
り
の

　
　
　
　
　
　
ト
ン
ボ
で
す
。

　
河
川
に
棲
息
す
る
水
生
生
物
を
調

査
す
る
と
河
川
の
水
質
が
分
か
り
ま

す
。
今
年
は
3
回
、
渋
海
川
、
五
十

沢
川
（
六
日
町
）
、
信
濃
川
（
川
西
町
）

で
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
い
　
か
さ
わ
か
わ

　
五
十
沢
川
は
、
大
変
き
れ
い
な
川

で
、
き
れ
い
な
水
に
し
か
棲
ま
な
い

と
い
う
生
物
が
た
く
さ
ん
観
察
で
き

ま
す
。
渋
海
川
は
、
調
査
す
る
と
水

の
き
れ
い
な
部
類
に
入
り
ま
す
が
、

比
べ
る
と
、
生
活
廃
水
の
入
っ
た
少

し
汚
れ
た
水
に
棲
息
す
る
生
物
が
多

い
の
が
分
か
り
ま
す
。

　
川
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
察
を
行
っ

た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
全
身
び
し
ょ

ぬ
れ
に
な
．
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

観
察
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
い
っ
た

川
遊
び
も
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲長命寺前の渋海川

10月は土地月間

活
か
し
て
使
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
な
土
地
を
ー
・

土
地
は
み
ん
な
の
財
産
で
す

一
定
面
積
以
上
の
取
り
引
き
に
つ
い
て
は
届
け
出
が
必
要
。

　
自
然
探
険
隊
講
座
で
は
、
他
地
域

と
の
交
流
も
交
え
な
が
ら
、
十
一
月

迄
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク

ル
事
業
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教

室
を
中
心
に
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ

て
い
る
他
、
松
代
町
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
紹
介
す
る
ク
ラ
ブ
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

．
。
ム
歩

ゲ
．
）
、

・
ご
ボ

ー
》
瀬
■
●

　
　
　
．
●

①
国
土
利
用
計
画
法
の
ね
ら
い

　
土
地
は
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
と

と
も
に
、
公
共
性
、
社
会
性
を
持
っ

た
資
源
で
す
．

　
こ
の
法
律
で
は
、
こ
う
し
た
考
え

方
に
基
づ
き
国
土
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
土
地
の
有
効
利
用
の
促
進
を

目
指
す
と
と
も
に
、
土
地
の
投
機
的

取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱

開
発
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
土

地
取
り
引
き
に
つ
い
て
届
け
出
制
を

設
け
て
い
ま
す
。

②
届
け
出
が
必
要
な
土
地
取
肌

　
次
の
一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取

引
を
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
こ
の
法

律
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
㎡
以
上

◆
市
街
化
区
域
を
除
く

　
都
市
計
画
区
域
　
　
五
千
㎡
以
上

◆
市
街
化
区
域
　
　
　
二
千
㎡
以
上

③
届
け
出
か
ら
契
約
ま
で

　
契
約
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
取
引

の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば

売
り
主
と
買
い
主
）
は
、
取
引
の
予

定
価
格
や
利
用
目
的
を
記
入
し
た
知

事
あ
て
の
届
出
書
を
、
契
約
を
結
ぶ

六
週
間
前
ま
で
に
役
場
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引

価
格
と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
を

し
、
不
適
当
と
認
め
る
時
は
取
引
の

中
止
、
ま
た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
届
け
出

日
か
ら
六
週
間
以
内
に
勧
告
を
し
な

い
旨
の
文
書
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の

通
知
を
受
け
取
れ
ば
契
約
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
届
け
出
を
し
な
い
と
…
…

　
届
け
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を

し
た
り
、
偽
り
の
届
け
出
を
す
る
と

六
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万
円

以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
届
け
出
に
必
要
な
用
紙
は

役
場
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は

役
場
建
設
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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助
役
に

関
谷
政
和
氏
（
前
収
入
役
）
就
任

　
十
月
一
日
付
け
で
、
前
収
入
役
の

関
谷
政
和
氏
（
大
字
松
代
・
5
8
歳
）

が
助
役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

関谷政和氏

　
九
月
二
十
日
　
増
築
工
事
の
進
む

芝
峠
温
泉
で
日
本
山
岳
会
（
斎
藤
惇

雄
会
長
）
全
国
支
部
懇
談
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
、

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
登
山
家
は

百
十
名
余
り
。
ほ
く
ほ
く
線
や
自
家

用
車
な
ど
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
三
時
か
ら
始
ま
っ
た
懇
談
会

に
は
、
町
長
や
議
長
、
高
澤
商
工
会

長
、
関
谷
前
商
工
会
長
も
来
賓
と
し

　
助
役
は
、
本
年
七
月
よ
り
空
席
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
二
十
五

日
に
開
催
さ
れ
た
九
月
定
例
町
議
会

で
、
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
同
日
「
松
代
町
収
入
役
事

務
兼
掌
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
よ

り
、
収
入
役
は
置
か
ず
、
関
谷
助
役

が
そ
の
事
務
を
兼
掌
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
関
谷
氏
は
昭
和
三
十
六
年
に
役
場

芝
峠
温
泉
儲

全
国
か
ら
登
幽
家
集
ま
径
欝

　
　
　
　
　
　
日
本
山
岳
会
全
国
支
部
懇
談
会

　
　
　
　
　
、

て
出
席
。
全
国
規
模
の
大
会
開
催
を

喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
『
刈
羽
・
黒
姫
山
』
へ
の

懇
親
登
山
。
磯
之
辺
か
ら
登
り
始
め
、

山
頂
を
経
由
し
て
白
倉
ま
で
の
コ
ー

ス
で
す
。
ま
た
、
登
山
に
参
加
し
な

い
方
も
、
松
芋
神
社
や
美
人
林
な
ど

の
名
勝
史
跡
巡
り
を
楽
し
み
、
芝
峠

温
泉
で
入
浴
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
町
内
だ
け
に
限
ら
ず
、
町
外
の
名

に
勤
務
、
同
五
十
五
年
か
ら
は
産
業

課
長
、
六
十
一
年
か
ら
は
総
務
課
長

な
ど
を
歴
任
。
そ
の
後
、
平
成
四
年

四
月
、
議
会
の
同
意
を
得
て
収
入
役

に
就
任
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
助
役
は
、
町
長
を
補
佐
し
、
そ
の

職
務
を
代
理
す
る
と
い
う
重
要
な
ポ

ス
ト
。
ま
た
、
収
入
役
は
、
町
の
財

務
や
財
産
を
管
理
す
る
と
い
う
役
割

が
あ
り
ま
す
。
松
代
町
の
発
展
の
た

め
同
氏
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

》
黒
姫
登
山
の
前
に
記
念
撮
影

勝
地
な
ど
も
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、

一
泊
二
日
コ
ー
ス
も
多
様
性
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
イ

ベ
ン
ト
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
五
日
開
催
の
定
例
町
議

会
で
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
議
会

の
同
意
を
得
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
年
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員

　
齋
藤
　
一
治
　
6
6
歳
　
田
野
倉

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
小
堺
貞
男
6
1
歳
松
代

役
場
職
員

　
　
　
　
　
人
事
異
動

　
平
成
九
年
十
月
一
日
付
け

　
　
　
（
旧
所
属
課
・
旧
職
名
）

住
民
課
課
長
　
西
潟
浩
平

　
　
（
教
育
委
員
会
・
公
民
館
長
）

総
務
課
　
総
務
課
付
　
山
賀
　
八
郎

　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
・
課
長
）

教
育
委
員
会
　
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
長
が
兼
務

　
九
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
に
か
け

て
、
清
水
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は

㈹
日
本
青
年
奉
仕
協
会
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
の
中
間
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
今
ま

で
の
活
動
報
告
を
振
り
返
り
、
後
半

の
活
動
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
合

う
ほ
か
、
地
域
の
様
々
な
課
題
の
学

習
や
そ
れ
に
取
り
組
む
人
と
の
交
流

で
視
野
を
広
げ
、
そ
の
後
の
活
動
に

活
か
し
て
い
く
こ
と
を
狙
う
企
画
で

十
八
日
の
午
後
、
儀
明
の
国
道
で
折

り
か
ら
の
雨
の
中
で
空
き
缶
な
ど
を

拾
う
体
験
学
習
も
行
い
ま
し
た
。

》
空
き
缶
拾
い
の
体
験
学
習

　
こ
の
計
画
へ
の
参
加
者
は
二
十
六

名
、
国
内
各
地
か
ら
二
十
四
名
の
ほ

か
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
人
の
男

女
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
九
年
十
一
月
九
日
㈲
～
十
五
日
出

8あなたの火ちゃんと消すまでつけた火は



　と

世田谷区

稲
刈
り
・
も
ち
つ
き

　
　
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験

　
九
月
十
三
日
㈲
と
翌
十
四
日
㈹
、

㈲
世
田
谷
区
勤
労
者
サ
ー
ビ
ス
公
社

（
セ
ラ
サ
ー
ビ
ス
）
の
皆
さ
ん
十
六
人

が
福
島
集
落
を
訪
れ
、
鎌
を
使
っ
た

稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
三
連
休
の
初
日
と
い
う
こ
と
で
、

都
内
の
道
路
は
大
渋
滞
。
予
定
よ
り

二
時
間
以
上
遅
れ
て
の
到
着
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
小
学
校
一
年

生
か
ら
六
十
歳
を
過
ぎ
た
方
ま
で
が

そ
れ
ぞ
れ
長
靴
を
履
き
、
鎌
を
片
手

に
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　
稲
の
株
を
逆
に
持
っ
た
り
、
う
ま

く
刈
っ
て
み
て
も
束
ね
て
稲
わ
ら
で

縛
る
の
に
苦
労
し
た
り
で
、
笑
顔
の

〉
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
記
念
撮
影

　
子
ど
も
達
は
ミ
ノ
・
笠
も
…
…

中
に
も
真
剣
な
表
情
で
初
め
て
の
稲

刈
り
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
夕
食
は
、
福
島
の
お
母
さ
ん
た
ち

に
よ
る
郷
土
料
理
や
持
ち
寄
っ
た
名

酒
で
交
流
し
て
い
ま
し
た
。
「
稲
刈
り

は
日
本
の
文
化
、
や
り
方
は
合
理
的

で
感
心
す
る
。
腰
を
か
が
め
て
の
作

業
が
大
変
だ
っ
た
。
ご
飯
は
毎
日
食

べ
る
が
こ
れ
か
ら
は
大
事
に
…
…
」
な

ど
稲
刈
り
の
興
奮
が
冷
め
や
ら
ぬ
よ

う
で
し
た
。

　
宿
泊
は
「
晴
れ
な
ら
ば
天
の
川
が

す
ぐ
そ
こ
に
」
と
い
う
芝
峠
温
泉
。

初
日
は
暑
く
も
な
い
曇
り
空
で
し
た

が
、
翌
日
は
朝
か
ら
大
粒
の
雨
で
、

予
定
し
て
い
た
キ
ノ
コ
狩
り
は
中
止

と
な
り
、
生
産
組
合
の
作
業
場
で
の

杵
と
臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
大
会
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
最
後
の
昼
食
の
準
備
は
、
世
田
谷

の
方
も
手
伝
う
な
ど
都
市
と
の
交
流

は
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
セ
ラ
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
四
年
四

月
に
勤
労
者
共
済
会
事
業
を
受
け
継

い
で
財
団
化
さ
れ
た
組
織
で
、
会
員

数
は
一
万
四
千
人
、
四
億
三
千
万
円

の
事
業
費
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
松
代
に
は
ぜ
ひ
仲
間

を
つ
れ
て
来
て
み
た
い
と
い
う
声
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。

》
束
ね
方
が
む
つ
か
し
い
…
…

〈
う
ま
く
モ
チ
つ
き
で
き
た
か
な
？

　
農
繁
期
の
忙
し
い
時
期
に
、
福
島

の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
稲
刈
り
や
餅

つ
き
を
指
導
さ
れ
た
方
、
三
回
の
食

事
に
汗
を
流
さ
れ
た
お
母
さ
ん
た
ち

の
ご
苦
労
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

献
血
を
あ
り
が
と
う

り
四
百
㎡
献
血
者
　
　
（
三
十
人
）

相
澤
幸
一

起
康
博

工
藤
敏
彦

志
賀
浩
行

高
橋
将
樹

寺
崎
松
太
郎

長
谷
川
昭
宏

水
落
憲
裕

数
井
和
代

武
田
代
枝
子

市
川
栄
造

小
野
塚
透

小
堺
定
男

鈴
木
正
和

滝
沢
昭
彦

堤
　
　
明

柳
　
健
一

山
本
伸
夫

関
谷
里
美

山
岸
　
孝

伊
藤
澄
男

勝
又
　
治

佐
藤
徹
夫

草
村
康
夫

仲
村
岩
雄

中
村
悦
彦

樋
口
改
太

石
口
町
子

中
村
里
美

若
月
美
穂

リ
ニ
百
祀
献
血
者
　
　
（
十
八
人
）

尾
身
勇
人
　
小
堺
忠
吉
　
佐
藤
一
弘

関
谷
八
郎
　
樋
旦
口
冗
史
　
佐
藤
由
希

Q
　
三
歳
の
娘
で
す
が
、
寝
る
時
に

指
し
ゃ
ぶ
り
を
し
な
い
と
眠
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
歯
科
医
か
ら
「
指

し
ゃ
ぶ
り
の
せ
い
で
前
歯
が
出
て
い

ま
す
。
今
す
ぐ
や
め
る
よ
う
に
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

A
　
お
子
さ
ん
の
指
し
ゃ
ぶ
り
を
心

配
さ
れ
る
お
母
さ
ん
方
は
多
い
よ
う

で
す
。
と
か
く
指
し
ゃ
ぶ
り
は
罪
悪

視
さ
れ
が
ち
で
、
歯
並
び
が
悪
く
な

り
、
ま
た
、
欲
求
不
満
の
現
れ
と
も

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
最
近
で
は
、
指
し
ゃ
ぶ
り

は
子
ど
も
に
と
っ
て
自
分
の
世
界
に

8
月
2
7
日

相
澤
タ
ツ
子

小
野
島
美
津
子

鈴
本
つ
た
子
　
柳

山
岸
泰
子
　
柳

り
成
分
献
血
者

佐
藤
信
一
　
柳

牧
野
恵
子

　
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

役
場
前

（
敬
称
略
）

小
堺
　
忍
　
品
田
圭
子

南
雲
　
香
　
柳
　
幸
子

　
　
正
子
　
山
口
秋
子

　
　
裕
子
若
井
正
子

　
　
（
四
人
）

　
　
　
隆
　
田
辺
栄
子

　
　
　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
◆
次
回
の
献
血
は
◆

◆
日
時
十
月
三
十
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時

◆
会
　
場
　
松
代
町
役
場
前

◆
献
血
の
種
類
　
成
分
献
血

浸
り
、
不
安
を
鎮
め
る
遊
び
の
ひ
と

つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

成
長
す
る
に
つ
れ
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
す
が
、
上
あ
ご
の
前
歯
が
永
久

歯
に
生
え
変
わ
る
小
学
校
入
学
前
後

に
な
っ
て
も
消
え
な
い
時
は
、
歯
並

び
の
影
響
か
ら
や
め
さ
せ
る
努
力
は

必
要
で
す
が
、
そ
の
場
合
、
無
理
や

り
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に

指
導
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

や
め
な
い
原
因
が
何
か
あ
る
は
ず
！

子
ど
も
の
一
日
の
生
活
を
点
検
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
余
裕
を
も
ち
な
が

ら
対
処
し
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
．

　
　
　
　
（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）
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最
新
鋭
／
消
防
ポ
ン
プ
車

　
　
㈹
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
寄
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
九
月
八
日
、
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
に
最
新
鋭
の
水
槽
付
き
消
防

ポ
ン
プ
車
が
㈹
日
本
損
害
保
険
協
会

か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
火
災
保
険
号
十
日
町
」
と
命
名
さ

れ
た
同
消
防
車
は
、
千
七
百
2
の
水

槽
を
備
え
、
毎
分
二
千
八
百
尼
以
上

の
放
水
が
で
き
る
ポ
ン
プ
性
能
を
誇

り
、
本
体
価
格
は
千
八
百
万
円
、
各

種
装
備
を
つ
け
て
約
二
千
万
円
と
の

こ
と
で
す
。

　
　
月

医
ケ
校
6
学
年

　
　
4
4

関
谷

　
大
正
医
院
内
科
医
の
関
谷
力
氏
は

九
月
二
十
五
日
、
鳥
取
県
立
県
民
文

化
会
館
で
行
わ
れ
た
「
第
四
十
七
回

全
国
学
校
保
健
研
究
大
会
」
に
出
席

　
油
消
火
機
材
や
十
本
の
ホ
ー
ス
な

ど
を
備
え
、
積
雪
期
や
山
林
火
災
な

ど
水
源
が
保
証
さ
れ
な
い
火
災
現
場

の
初
期
消
火
に
威
力
を
発
揮
で
き
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
車

は
同
消
防
本
部
で
は
三
台
目
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
当
町
を
含
む
十
日
町

広
域
圏
内
の
本
部
・
分
署
・
分
遣
所

に
は
ハ
シ
ゴ
車
や
化
学
消
防
車
、
ポ

ン
プ
車
、
普
通
消
防
車
な
ど
消
防
車

力
氏

〈
消
防
本
部
で
消
火
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
譲

　
鑑
雛
難
嚢

十
一
台
、
救
急
車
は
六
台
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
松
代
・
大
正
医
院
）

さ
れ
、
学
校
医
在
職
四
十
四
年
六
か

月
の
功
績
に
よ
り
文
部
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
谷
氏
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月

か
ら
町
立
松
代
小
学
校
や
孟
地
小
学

校
、
松
代
中
学
校
、
県
立
松
代
高
等

学
校
な
ど
の
学
校
医
、
ま
た
、
昭
和

三
十
三
年
か
ら
は
町
の
学
童
保
健
会

副
会
長
と
し
て
教
育
現
場
の
健
康
管

理
に
尽
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
は
、

松
代
町
教
育
委
員
（
同
六
十
年
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

表
彰

は
教
育
委
員
長
）
と
し
て
教
育
行
政
．

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
昭
和

五
十
六
年
か
ら
は
国
保
診
療
所
の
業

務
を
受
託
さ
れ
た
り
保
育
園
の
担
当

や
就
学
指
導
委
員
、
生
涯
学
習
指
導

委
員
な
ど
、
医
療
と
教
育
の
分
野
で

幅
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
情
に
厳
し
い
面
の
あ
っ
た

当
時
か
ら
の
関
谷
さ
ん
の
教
育
と
医

療
に
関
す
る
貢
献
は
絶
大
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
今
後
、
益
々
の
ご
健
康

と
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

精
神
障
害
者

　
　
　
入
所
授
産
施
設
の
ご
案
内

《
施
設
の
位
置
》

　
〒
九
四
八
　
十
日
町
市
大
字
高
山

　
　
　
　
　
　
　
一
三
六
〇
番
地
一

《
施
設
の
概
要
》

　
あ
る
程
度
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、

雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
方
々
に

仕
事
の
場
と
住
居
を
提
供
し
、
自
活

能
力
と
社
会
参
加
に
必
要
な
訓
練
を

行
い
、
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た

め
の
施
設
で
す
。

《
入
所
で
き
る
人
》

①
入
院
の
必
要
は
な
い
が
、
生
活
指

　
導
及
び
作
業
指
導
を
必
要
と
す
る
人

②
就
労
を
希
望
し
作
業
訓
練
を
受
け

　
る
こ
と
が
で
き
る
人

③
十
日
町
広
域
市
町
村
圏
に
住
所
の

　
あ
る
人

《
定
員
》
2
0
名

《
入
所
に
か
か
る
費
用
》

①
施
設
利
用
料

　
一
人
用
居
室
　
月
額
一
万
円

　
二
人
用
居
室
　
月
額
一
万
三
千
円

②
施
設
管
理
料
（
娯
楽
費
、
共
用
の

　
電
気
・
水
道
料
、
平
日
の
昼
食
代
を

　
含
む
）
月
額
一
万
八
千
円

　
そ
の
他
、
居
室
の
電
気
料
は
使
用

さ
れ
た
分
を
徴
収
し
ま
す
。
朝
食
、

夕
食
、
授
産
が
な
い
日
の
昼
食
に
つ

い
て
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

《
居
室
の
大
き
さ
と
部
屋
数
》

　
一
人
用
居
室
　
十
二
㎡
×
十
六
室

　
二
人
用
居
室
　
約
十
六
㎡
×
二
室

《
作
業
内
容
及
び
賃
金
》

　
作
業
は
、
か
せ
揚
げ
撚
糸
加
工
、

染
料
用
ビ
ン
洗
い
、
弱
電
部
品
関
係

な
ど
で
す
が
今
後
研
究
し
て
新
し
い

科
目
も
開
拓
す
る
方
針
で
す
。
作
業

で
得
ら
れ
た
収
入
か
ら
、
作
業
の
状

況
に
応
じ
た
賃
金
を
支
給
し
ま
す
。

《
施
設
の
生
活
》

　
作
業
は
平
日
の
み
で
、
土
・
日
・

祝
祭
日
は
自
由
時
間
と
な
り
ま
す
。

　
居
室
に
は
、
冷
暖
房
設
備
や
押
入
、

ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
入
所
の
際
に
は
、
布
団
な
ど
生
活

に
必
要
な
物
品
を
お
持
ち
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
電
話
を
持

ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

《
入
所
の
お
申
し
込
み
》

　
役
場
住
民
課
　
奮
七
－
二
二
二
〇
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平成9年度　県民文化週問

県民コンサート室内楽

演奏会（松代会場）

県民コンサート（松代会場）

【日時】11月8日（土）

　　午後6時30分～8時30分
【会場】ふるさと会館

【室内楽演奏会】

　　　《《第1部》》

長岡室内合奏団　ヘンデル作曲

　合奏協奏曲　変ロ長調ほか

　　　《《第2部》》

上野正人さん（バリトン独唱）

平野俊介さん（ピアノ伴奏）

中田喜直作曲「みみずく」ほか

【入場無料】入場整理券が必要

入場ご希望の方は、ハガキか

電話で、県民コンサート室内楽

演奏会（松代会場）と書いて、

整理券希望枚数、代表者の住所

氏名、電話番号を明記してお申

し込みください。入場整理券を

送ります。なお、定員（200人）

になり次第、締め切ります。

【入場申し込み】〒950－70新潟

県文化振興課（住所記載不要）

　暦025－285－5511　内線2244

【お問い合わせ】　　奮7－3000

ふるさと会館内　振興課まで

欝灘麟タ雛ヲェスティバル

■日時　平成9年11月2日（日）

　　AM10時30分～PM3時30分
■会場　上越市藤野新田333－2

新潟県立上越テクノスクール

■展示内容　・職業能力開発の

しくみや各施設、団体について

の紹介・生徒及び技能者の作品

展示即売・伝統に根ざした技能

の紹介・現代が求める技能の紹

介・イベントコーナー（ロボッ

ト相撲、パソコンによるカレン

ダー作成、木製品加工体験など

を予定）・職業能力開発全般に

ついての相談及び資料提供
■言羊しく‘ま、

県立上越テクノスクール

　　　　盈0255－45－2190
または、県庁職業能力開発課

　　　　費025－285－5511

手作りピザで楽しくパーティ

《10月21日（火）　10：30～13：30》

《場　所》十日町市宮田町1－5

東北電力㈱十日町営業所クッ

キングスタジオ「えぷろん」

《参加費》　500円
《定員》　　18名
《申込先》　盈0257－52－3107

llllllllllll“IllllllIllIIIIll”1”Illllll川ll，II川”1川川II”1川1川川川川1”1””川”“II“”ol”””ol”Ilo川川lil””川川lll川IIIll川1川1川川Il”o”IlllIll”lll量IIII［1”1“1川ll“1川Ilol川M川1川川川II”川川lll川o川“II川llIIlllllllll川1”II81』

①
一
生
に
わ
た
っ
て
、
減
額
さ
れ

　
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

　
す
。

②
万
一
、
障
害
者
に
な
っ
て
も
障

　
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
寡
婦
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
な
く
な
り
ま
す
。

④
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
（
退

　
年
金
の
繰
上
げ
請
求
は
い
っ
た
ん

請
求
を
す
る
と
取
り
消
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
請
求
は
慎
重
に
行
い
ま

し
よ
・
つ
。

※
繰
上
げ
請
求
と
は
逆
に
六
十
六
歳

　
以
後
に
繰
下
げ
て
請
求
を
す
る
と
、

　
増
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
ご
注
意
”

　
　
　
　
　
六
十
歳
か
ら
の
繰
上
げ
請
求

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
は
、
　
　
　
職
共
済
年
金
）
が
、
六
十
五
歳
ま

六
十
五
歳
で
す
。
し
か
し
、
六
十
五
　
　
　
　
で
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

歳
前
で
も
希
望
す
れ
ば
、
六
十
歳
か
　
⑤
遺
族
厚
生
（
共
済
）
年
金
を
受

ら
年
金
を
繰
上
げ
請
求
す
る
こ
と
が
　
　
　
　
け
て
い
る
人
は
、
六
十
五
歳
ま
で

で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ち
ら
か
一
つ
の
年
金
し
か
受
け

　
年
金
を
繰
上
げ
て
請
求
す
る
時
に
　
　
　
　
ら
れ
ま
せ
ん
。

は
慎
重
に
行
わ
な
い
と
、
い
く
つ
か
　
⑥
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
に
就
職

の
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
　
　
　
　
し
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
、
そ

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
の
間
は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

新潟県では、県内の林業振興

の促進と美しい街づく｝）のため

間伐材を利用したプランターの

デザインを募集しています。

①応募資格　中学生以上の個人

②応募方法　A3版の白紙1枚
に形状や寸法・模様が分かるよ

うにデザインして、作品の裏面

に住所、氏名、年齢、職業（学

生・生徒は学校名と学年）電話

番号と作品の簡単な説明を明記

してください。

③応募締切　平成9年10月31日

　　　　（当日消印有効）
④審査結果　平成9年11月下旬

に受賞者本人に直接通知。

⑤賞　最優秀賞1点（賞状・賞

金10万円）、優秀賞2点（賞状・

賞金5万円）、佳作5点
【応募及び問い合わせ】

〒950　新潟市新光町5－1

千歳ビル4F㈲新潟県都市緑
化センター「プランターデザイ

ンコンペ」係盈025－285－5510

主催　㈹新潟県緑化推進委員会

　　㈱新潟県都市緑化センター

　リウマチについての勉強会を

開催します。リウマチの患者さ

んや家族の方など大勢の参加を

お待ちしています。お気軽に参

加してください。

【日　時】10月31日㈹

午後1時30分～午後4時まで
【場　所】上越市新南町205

県立中央病院暦0255－22－7711

【対象者】在宅リウマチ患者及

　　　びその家族（介護者）
【内　容】①医師の話「病気や日

　　　常生活についてのア
　　　ドバイス」②座談会
【参加費】無料

【申し込み】10月15日㈱までに

上越保健所地域保健課　保健婦

佐藤、理学療法士岡本まで

〒943上越市春日山町3－8－34

　　　　智0255－24－6133



おいしいご飯と

　　　　　　漬物
O

認

弘政山岸

横浜市在住

　片桐山出身

　
今
年
も
豊
作
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
米
販
の
自
由
化
に
伴
い
、
豊
作

貧
乏
に
な
る
の
で
は
と
心
配
で
す
。

私
の
近
所
の
米
屋
さ
ん
が
、
他
県
米

の
価
格
が
下
が
り
続
け
て
い
る
現
状

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
品
種
が
安
く
出
回
っ
て
い
る
現
在

消
費
者
が
ど
ち
ら
を
選
ぶ
の
か
問
題

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
、
農
協
で
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

と
「
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
」
の
ブ
レ
ン
ド

米
の
購
入
を
呼
び
か
け
て
く
れ
た
お

か
げ
で
大
変
お
い
し
く
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
価
格

差
も
あ
り
日
常
米
と
し
て
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
…
…
全
国
産
米

を
相
手
に
競
争
す
る
こ
と
を
考
え
る

と
少
し
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
昔
か
ら
祖
先
た
ち
が
守
り
抜
い
て

き
た
田
畑
、
そ
し
て
現
在
ま
で
受
け

継
い
で
き
た
農
業
の
中
で
日
本
一
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
先
は
販
売
合
戦
で
す
。
店
頭

に
は
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
山
と
積
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
中
身
が
違
う
よ
う

に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
直
売
の
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

県
産
の
農
産
物
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
争

う
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

私
は
い
つ
も
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
お
い
し
い
米
と
お
い
し
い
漬
物
で

お
な
か
を
喜
ば
せ
て
あ
げ
た
い
と
常

に
子
や
孫
に
伝
え
て
い
ま
す
。
若
い

頃
か
ら
田
舎
に
帰
る
度
に
お
ふ
く
ろ

東京　ん議
だより
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　10／7役員会　於県人会館　　　　i
　　　　平成10年度事業計画決定　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新年会（平成10／1／11）の　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　実行委員会発足など　　　　

　11／11企画委員会　於県人会館

　　　　会員異動状況の確認

　　　　新年会準備　平成10年度

　　　　会費納入依頼状作成

　《趣味の会》

　つ　り10／11～12

　　　　柏崎サヨリ釣り大会

　ゴルフ10／17Nα23松高ゴルフコン

　　　　ペ上越国際十日町コース

観劇10／19国立劇場「黄門紀童

l　　　幼講釈」　　　　　㊧40名

1ハイキング11／9中央線立川駅

i　　　9時集合出発～3時懇親会

i　　於ドライブイン「ミタケ」
i　　　圖佐藤正則智03－3382－0211
レ

iカラオケ11／30　於関谷孝宅
il　　　圖片山徳重暦045－501－5984
ヨ

i　《ひろば》
ミ

i　小堺一男氏（58・蒲生出身）は、
il去る7月15日付で東京中央郵便局
ヨ

i長に就任。職員1，700人、年間売上
ヨ

i970億円。全国第一位
…
1

　　　　　　　　　　　　　　　　12

や
近
所
の
家
々
を
回
っ
て
は
お
酒
を

い
た
だ
き
、
出
て
く
る
煮
物
や
漬
物

で
心
ゆ
く
ま
で
会
話
を
重
ね
た
も
の

で
す
。
そ
の
味
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
、

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
も
の
で
す
。
各

家
庭
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
自
分
の
味

で
来
客
を
接
待
し
て
く
れ
た
お
陰
と

感
謝
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
ど
こ

の
家
を
訪
ね
て
も
、
煮
物
・
漬
物
が

同
じ
味
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
健

康
を
考
え
て
の
食
生
活
の
た
め
と
思

い
ま
す
が
、
昔
の
味
が
恋
し
い
と
唯

思
い
続
け
て
い
ま
す
。

　
手
を
打
て
ば

　
鳥
は
飛
び
立
つ

　
鯉
は
集
ま
る

　
下
女
は
茶
を
汲
む
　
猿
沢
の
池

誰
が
詠
ん
だ
詩
か
何
時
で
も
心
の
中

に
故
郷
が
あ
り
ま
す
。

　
老
齢
化
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
お

い
し
い
ご
飯
と
お
い
し
い
漬
物
で
長

生
き
が
し
た
い
と
思
う
昨
今
で
す
。

会
員
募
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

入
会
の
お
誘
い

現
在
会
員
数
ー
九
五
〇
名

会
員
の
特
典

一
　
毎
月
松
代
町
役
場
発
行

　
　
　
　
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
送
付

一
　
東
京
松
代
会
発
行
「
会
報
」

　
　
　
　
　
　
「
会
員
名
簿
」
送
付

一
　
趣
味
の
会
（
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、

　
　
観
劇
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
カ
ラ
オ
ヶ
）

　
　
ど
な
た
も
参
加
で
き
ま
す
。

一
　
各
種
行
事

　
　
新
年
会
…
友
人
と
の
再
開
、
松
代

　
　
　
　
　
　
町
か
ら
も
多
数
参
加

　
　
雪
祭
り
…
『
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の

　
　
　
　
　
　
陣
』
に
は
毎
年
参
加

一
　
そ
の
他
、
日
帰
り
旅
行
な
ど
も

　
　
行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
費
11
年
間
三
千
円

入
会
申
込
先
　
各
地
区
代
表
者
へ

　
松
代
地
区
鈴
木
佐
一
郎

　
奮
〇
三
－
三
九
二
四
－
六
八
一
四

　
峰
方
地
区
　
秋
山
正
三

　
盈
〇
三
－
三
八
九
三
－
七
九
七
九

　
伊
沢
地
区
　
山
岸
政
弘

　
智
〇
四
五
－
九
三
四
－
九
五
八
四

　
山
平
地
区
　
高
橋
長
松

　
奮
〇
四
八
九
－
二
二
ー
二
九
七
五

　
奴
奈
川
地
区
　
小
堺
満
三

　
盈
〇
四
二
五
－
七
二
－
四
七
〇
八



露封　　
し
ぶ
み
句
会

老
夫
婦
稲
刈
は
げ
む
日
本
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

村
人
は
み
な
芸
達
者
秋
ま
つ
り
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ー
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紅

　
　
　
す
す
き

山
の
風
芒
の
風
に
包
ま
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

減
反
の
会
合
帰
り
み
み
ず
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰

林
泉
寺
老
杉
涼
し
墓
涼
し

絵
日
記
に
追
は
れ
る
母
子
夏
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

風花茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

列
車
待
つ
ホ
ー
ム
を
抜
け
る
風
は
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
て
明
る
き
新
駅
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
子

故
里
は
夢
の
中
の
み
花
薄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

改
札
口
話
の
続
く
盆
の
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

す
す
き
の

芒
野
は
暮
れ
米
山
は
ま
だ
暮
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

孫
描
く
米
寿
の
父
や
秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

　
　
短
　
　
　
　
　
歌

好
天
に
黄
熟
す
れ
ど
山
の
田
は
雨
に

つ
む
じ
の
波
打
ち
て
伏
す

鶏
頭
の
花
に
西
日
の
熱
く
射
し

夕
風
は
ま
だ
遮
断
の
時
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
念

草
む
し
る
我
が
手
の
先
に
追
わ
れ
つ

つ
幼
き
蛙
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ポ
ん
跳
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桓
　
　
コ
メ

小
雨
降
る
隣
の
村
の
秋
祭
り

雷
鳴
の
ご
と
く
花
火
の
音
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

黙
々
と
洋
弓
を
引
く
男
居
て
的
場
に

初
秋
の
霧
は
流
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

　
　
蒲
　
生
　
句
　
会

ふ
ん
ど
し

揮
　
の
青
春
あ
り
し
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

萩
の
枝
し
だ
る
る
田
の
面
影
揺
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
水

焼
山
に
煙
一
筋
つ
め
ば
ち
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
雪

亡
き
母
や
野
良
で
小
昼
の
萩
の
箸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

す
い
っ
ち
ょ
の
と
ま
る
襖
に
影
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
堂

荷
縄
よ
り
し
た
た
る
雨
や
稲
を
負
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
人

水
け
ん
か
し
て
育
て
た
る
稲
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
　
　
し
た
た

夏
痩
せ
も
せ
ず
強
か
に
生
き
老
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
姉
米
寿

藍
匂
う
越
後
上
布
の
辺
に
一
ト
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
目
　
　
山

ん
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繍
麟

　
　
D

“
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重
4
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是
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だ
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冨
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　　　ζノ　　　　ム（

（
「
ア
イ
・
ラ
ブ
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
は
今
月
号
で
終
了
し
ま
す
）

、
園
…
叢
轍
類
譲
馨

　
　
識
る
藪
め
愚
欝
き

　
　
　
　
　
　
饗
纈
響
キ
ギ
科
》

　
生
花
の
材
料
と
し
て
と
て
も
好
適

な
の
で
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、

花
屋
で
は
普
通
ツ
ル
モ
ド
キ
と
呼
ん

で
い
る
。
梅
の
葉
に
似
た
葉
を
持
っ

て
い
な
が
ら
「
つ
る
」
に
な
る
の
で

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
の
名
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
ウ
メ
を
除
い
て
し
ま
っ
た
の

で
は
意
味
は
通
じ
な
い
。

　
花
は
小
型
で
黄
、
緑
色
、
短
い
花
茎

に
密
集
し
て
つ
く
。

　
果
実
は
球
形
の
乾
果
で
直
径
一
セ

ン
チ
足
ら
ず
、
三
個
に
裂
開
し
て
赤

黄
色
の
種
子
を
露
出
す
る
。

　
生
育
地
は
、
山
野
の
い
た
る
所
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
前
名
人
　
武
宮
正
樹

　
黒
先
白
死
（
9
手
ま
で
）

　
●
ヒ
ン
ト
…
ナ
カ
手
ね
ら
い
。
コ
ウ

　
　
に
注
意
。

　
　
5
分
で
二
段
、
3
分
以
内
で
高
段
者
。

　　　　　。1ソ吾準o身曳4！1⊃14広
ヘア泣誼圭⑦剛o圭4千ゆ↓準6蓄
⊥宿立盗壬脈4rl4吾⑦ε崔搾マ（〃
z日’4んη1蓄薯準〈胡玉暑罪〉
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保育園きいろ組さん

〉
と
こ
や
さ
ん

みんなで

応援してネ！

桑卯まどカ・さん

　　4　歳
犬伏・みうらや

》
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

　　　ゆう齊木　優くん

　　5　歳
中子・けんぽ

　
　
．
，
毒
断
纏
嚢
、

〉
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

　　ようすけ
畦上洋裕くん

　　4　歳
蒲生・あぜうえ

　司法書士による

多重債務110番

　借金返済でお悩みの方、新潟

県司法書士会が電話での相談を

お受けし、法律的なアドバイス

をいたします。

【日時】平成9年10月19日（日）

　　　　午前10時～午後4時
【電話番号】（当日限り）

　　025－226－5090
【相談料】無料です

小規模企業難濤難
　　　　謹蒋職餐離雛・

　小規模企業共済制度は、小規

模企業の事業主や個人事業主の

ための退職金制度で、今年度、

新潟県は「加入促進モデル県」

の指定を受け、加入促進に取り

組んでいます。

　また、共済加入者は、払い込

んだ掛け金に応じて資金の融資

もご利用になれます。

　詳しくは、松代町商工会まで

　　　　　（盈7－2006）

自動車登録検査案内

　　サービスシステム

　長岡自動車検査登録事務所で

は、利用者のサービスのため、

自動車の登録や検査手続きにつ

いての情報を「いつでも・どこ

からでも・欲しい時に」24時間

フルタイムで引き出せるように

電話ダイヤルによるサービスシ

ステムを9月から始めましたの

で、ご利用ください。

音声とファックスによる情報は

盈0258－23－0080
　　★音声による案内

①車を売ったり買ったりした時

②住所等が変わった時③車を使

用しなくなった時④その他車に

関する登録の手続き⑤自動車の

検査手続きや改造に関すること

　★ファックスによる案内

①自動車の登録や検査手続きに

ついての資料②県内の自動車保

有状況等の統計状況

．溝簿掃饗醤鱒講醗離

藤鐵織羅欝藤籍瞳統嚢

　長年皆様にご利用いただいて

参りました新潟地方法務局松代

出張所は、本年11月25日をもっ

て新潟地方法務局十日町出張所

に統合され、廃止されることに

なりましたのでお知らせいたし

ます。長年にわたるご厚情に対

し、厚くお礼申し上げます。

　つきましては、本年11月25日

以降、土地、建物、会社、法人

等の登記申請、登記簿の謄本・

抄本・閲覧、会社・法人の印鑑

証明等の交付申請等の事務は、

十日町出張所において取り扱わ

れることになります。

《統合・事務の取扱などに

　　　　ついてのお尋ね先》

新潟地方法務局総務課

　　　　　盈　　025－222－1561

新潟地方法務局十日町出張所

　　　　　智　　0257－52－2575

新潟地方法務局松代出張所

　　　　　盈　　02559－7－2041

ふるさと
　　　定住促進

報酬金制度を

活用してください。

　町では、ふるさと定住の促進

を図ることを目的に別表の通り

各種の事業を行っています。

　報酬金の交付対象者は、役場

のそれぞれの担当窓口で申請し

てください。また、詳しいこと

は担当課にお尋ねください。

【新規就労者報酬金】

世帯者1組に付き

単身者1組に付き

学卒者1組に付き

〈申請者の要件等＞

￥200，000

￥100，000

￥200，000

★学卒者等または転入者であっ

　て、在町者となり1．年を経過

　した者で民間企業並びに自営

　業に就労する者。ただし、引

　き続き定住しようとする者。

★申請時に、満40歳未満のこと。

★町長が特にふるさと定住者と

　認めた者。

　　　　　《担当課：農林課》

　　【結婚祝金】

婚姻1組に付き　　　￥50，000

〈申請者の要件等＞

★在町者であって、婚姻届けを

　出した者。ただし、婚姻後も

　定住しようとする者。

　　　　　《担当課：住民課》

　　【出生祝金】

第1・2子1子に付き￥30，000

3・子以上1子に付き　￥50，000

〈申請者の要件等＞

★在町者夫婦間の出生児

　　　　　《担当課：住民課》
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㎜
←

属

i轟1

匿
鴬

邑懲鎌彙介も

◆テーマ　働きながら育児・介

護を両立させた体験を踏まえ、

職業生活と家庭生活を両立させ

るうえでの工夫や苦労、家族や

周囲との関係、行政サービスの

利用を通じての感想や要望等、

仕事と育児、仕事と介護の両立

を通して前向きに自分らしく生

きている方の所感文です。

◆応募方法　未発表の作品を、

四百字詰め原稿用紙四～五枚程

度にまとめ、氏名、年齢、職業、

住所、連絡先電話番号を明記し

て応募のこと。（匿名希望の方は

その旨を記入のこと）

◆応募資格　この10年くらいの

間に勤務をしながら育児または

介護を体験された方

◆締切　平成9年10月末日まで

◆その他　応募者には記念品を

差し上げます。また、応募作品

は返却しません。

◆応募・問い合わせ先

　㈲21世紀職業財団新潟事務所

　〒950新潟市東大通2－4

　　　日本生命新潟ビル4階
　　　　　盈　025－249－5660

平成9年10月1日から
　　1　日　4，915円

　　1時間　　161円

　この最低賃金は、業種、パー

トタイマー、臨時雇いを問わず

適用されます。お問い合わせは

　十日町労働基準監督署へ

　　　　　費　0257－52－2079

15

懸
．
灘灘鷺鐵法繍癒翻羅総驚麟

・纏叢萬潜騨畷畿、P、

　　韓灘韓鱒籔纏藤
　このシンポジウムは、地方分

権の本格化や行政需要の複雑・

多様化に対応する方策としての

市町村合併や広域行政について

県内外の取組み例の紹介や様々

な立場からの意見交換を通じ、

その理解などを図ることを目的

に行われます。

【日時】11月17日（月）10：00～

【会場】オークラホテル新潟

【概要】経済評論家田中直毅氏

の特別講演「地方政府の要件一

問われる自己統治の理念」の他、

大分県東国東連合長の藤井康長

氏の基調講演や分科会などが予

定されています。

【主催】新潟県

【協賛】県市長会、県町村会

【後援】自治省など

【実施主体】新潟県行政書士会

【会場】〒951新潟市南浜通り

　一番町364－27行政書士会事

　務局三階　TEL　O25－224－2874

　　　　　FAX　o25－229－6407

【相談業務内容】

・入国ビザ問題・在留資格の変

更・資格外活動手続・永住資格

申請・帰化申請手続・日本での

会社設立・ビザ更新手続・不法

滞在といった他のビザ問題・日

本への再入国・養子縁組み・営

業許可（建設業、不動産業、旅

行業など）・その他許認可情報

【行政書士について】

　行政書士は、官公署に提出す

る書類、その他権利義務または

事実証明に関する書類を作成し

ます。特に入管手続専門家（申

請取次行政書士）は法務大臣の

許可を受けているため、通常は

本人出頭のところ申請人の代わ

りに入管局へ出頭できます。

　また、行政書士は国家資格者

であり、法律によって顧客との

業務上の秘密を守りますから心

配なくご相談ください。

ほくほく線沿線百景

フォトコンテスト

【テーマ】ほくほく線沿線18市

　町村の景観（未発表の作品）

【サイズ】カラープリント四切

　（ワイド四切も可）の一枚写真

　平成9年3月20日以降撮影し

　たもので応募点数に制限なし

【応募方法】題名、撮影場所、

　年月日、住所、氏名、年齢、

　職業（学年）電話番号を明記

　した用紙を作品の裏にテープ

　で貼付して応募してください

【応募先】郵送の場合⇒〒948

　十日町市西寺町織物会館

　十日町市商工観光課内

　ほくほく線沿線地域振興連絡

協議会事務局ほくほく線沿線

　百景フォトコンテスト係

持参の場合⇒ほくほく線沿線

　百景フォトコンテスト応募チ

　ラシのある「新潟フジカラー

取扱写真専門店」

【申込締切】平成10年1月20日

　　　　　当日消印有効
【発表】平成10年2月下旬
【賞】

最優秀賞1点　5万円＋副賞

　優秀賞4点　　3万円＋副賞

　入選　15点　　1万円＋副賞

　他に、ほくほく線特別賞1点

※入選通知のあった作品は、原

　版の提出により入賞とします

※入賞作品及び版権は、主催者

　に帰属。作品は、ほくほく線

　のPR等に使用します。

※人物が被写体の場合は肖像権

侵害等の責任は負いかねます

　ので応募に際しては必ず被写

体本人の承諾を得てください

※選外の作品は、応募先のカメ

　ラ店を通じて返却（カメラ店

　を明記のこと）します。また

郵送での応募で返却希望の方

　は「返却希望」と明記のうえ

　応募時と同額切手を貼った返

　信用封筒を同封のこと。

※応募規定に違反した時、及び

　入賞決定後に類似作品や二重

　応募作品を認めた時は入賞を

　取り消すことがあります。



＼レノ

す
ぐ
そ
こ
の
未
来

　
　
　
　
　
　
　
　
仮
説
・
十
年
後
の
松
代
町

「
平
成
1
9
年
、
町
の
人
口
は
四
千
人

を
割
り
、
1
5
歳
未
満
の
子
ど
も
は
四

百
人
程
度
、
松
代
高
校
も
単
独
で
の

存
続
が
危
う
く
な
る
。
3
5
の
集
落
は

30
を
割
り
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

西潟弘明さん
（福島・かみ）

に
よ
り
米
の
出
荷
量
は
激
減
、
町
の

予
算
も
厳
し
さ
を
増
す
。
期
待
の
ほ

く
ほ
く
線
の
利
用
者
も
頭
打
ち
と
な

、
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
維
持
の
た
め
そ

の
対
策
が
急
務
と
な
る
。
全
国
的
に

市
町
村
合
併
が
本
格
的
と
な
り
、
松

代
町
も
他
人
事
で
な
く
な
る
。
高
規

格
道
路
の
工
事
は
順
調
に
進
み
、
早

期
の
全
線
開
通
が
見
込
ま
れ
る
。

　
し
か
し
、
松
代
町
が
独
自
性
を
持

ち
、
人
を
引
き
付
け
、
留
ま
ら
せ
る

魅
力
が
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
た
だ
の

通
過
点
と
な
る
だ
ろ
う
…
…
」
私
的
な

多
少
悲
観
的
な
仮
説
で
あ
り
ま
す
。

　
3
5
歳
に
な
る
私
は
、
松
代
高
校
卒

業
後
、
東
京
に
て
浪
人
、
静
岡
・
東

京
に
て
学
生
時
代
を
過
ご
し
、
そ
の

ま
ま
東
京
で
就
職
。
大
阪
・
名
古
屋

に
転
勤
し
そ
の
会
社
を
七
年
勤
務
し

　
　
O

退
祉
．
3
0
歳
で
U
タ
ー
ン
し
、
現
在

皆
様
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
、

実
は
U
タ
ー
ン
の
時
、
妻
の
実
家
の

青
森
県
弘
前
市
に
行
く
こ
と
も
考
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
将
来
の
可
能
性

を
考
え
松
代
町
を
選
択
し
ま
し
た
、

そ
の
選
択
は
、
今
も
正
し
い
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　
2
0
世
紀
は
科
学
技
術
・
産
業
化
・

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
サ
ん

資
本
主
義
が
世
界
を
席
倦
、
そ
れ
に

基
づ
い
た
価
値
観
を
八
々
に
植
え
つ

け
ま
し
た
。
世
紀
末
の
現
在
、
そ
の

弊
害
と
矛
盾
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

　
2
1
世
紀
、
今
ま
で
見
捨
て
ら
れ
て

い
た
も
の
、
関
心
を
持
た
れ
な
か
っ

た
も
の
、
廃
れ
た
も
の
が
見
直
さ
れ

重
要
視
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
今
が
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
ま
す
。

　
す
ぐ
そ
こ
の
未
来
は
、
現
在
が
創

造
し
ま
す
。
現
在
を
ど
う
活
動
す
る

か
で
1
0
年
後
の
私
た
ち
、
そ
し
て
松

代
町
が
決
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

男　2，288人　（一11人）

女2，329人（一5人》
計4，167人（一16入》
世帯数1，459世帯（一1世帯1

出生2人　　死亡4人
転入1人　　転出15人
　　　（9年9月末日現在》

一人口の動き一

固匿膨團回
（8月26日～9月25日）

　げんきな良い子に（出生）
　　　かなむ
小堺　叶夢㌧・正秀・美和子さん

　（男の子・室野・はんぜん）
　　　じゆん山本　　潤㌧・昭一・真友美さん

　（男の子・犬伏・みずかみ）

　
歳
）

）
7
7
か

亡
　
　
な

死
　
　
た

（　
　
　
●

す
　
　
平

ま
　
　
太

」
　
　
ん
　
（

ロ
し
　
　
さ

祈
庚

を福冥
ご
沢
　
富

樋口　久治さん　　　　・82歳

　　　（田野倉・きゅうえん）

　　oこわず
　こはるぴより　つづ　とし　おおゆき
＊小春日和が続く年は大雪。
　　　せいざん　　ゆき　　ふ
　　　青山に雪が降ると
　　　　　つぎ　　ふゆ　　あたた
　　　　　次の冬は暖かい
　11月頃の初冬の暖かい晴天の

ことを「小春日和」といいます

このような日には、北極地方で

寒気が蓄積されているわけで、

この強い寒気は、やがて真冬に

日本付近に南下して大雪を降ら

せます。逆に、まだ山が青い秋

のうちに寒気が南下して雪が降っ

てしまうと、冬に寒気がなくなっ

て暖冬になることが多いといわ

れます。来シーズンの雪の量は

いかがでしょうか。
　てヤん　 あ　　　ひよく　とり
＊天に在らば比翼の鳥
　　　　ち　　　あ　　　　　れんり　　　えだ
　　　　地に在らば連理の枝
　天にいるならば二羽で一体と

なって飛ぶ鳥のように、地にい

るならば木目の続いている二本

の木の枝のように、死後も夫婦

仲良く変わらぬ愛情を持ち続け

たいといっこと。

圖
園
圏
圖

▼
理
科
年
表
ポ
ケ
ッ
ト
版
が
手
に
入
り

ま
し
た
。
定
価
千
百
円
で
千
頁
余
り
、

そ
の
大
部
分
は
数
字
で
「
こ
ん
な
本
も

あ
る
ん
だ
」
と
感
心
し
ま
し
た
。
金
額

は
一
頁
一
円
と
廉
価
で
す
が
、
こ
れ
を

校
正
す
る
人
も
い
る
と
思
う
と
気
が
遠

く
な
り
ま
す
。
暦
・
天
文
・
気
象
・
地

学
や
生
物
な
ど
自
然
の
ル
ー
ル
を
著
し

た
デ
ー
タ
ー
ブ
ッ
ク
の
よ
う
で
す
が
、

測
定
値
な
ど
は
日
進
月
歩
と
い
わ
れ
る

の
で
す
か
ら
驚
き
で
す
。
▼
九
月
は
台

風
こ
そ
免
れ
た
も
の
の
稲
刈
り
時
期
の

長
雨
に
は
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
夏
の
暑
さ
が
恋
し
い
よ

う
な
不
思
議
な
九
月
で
し
た
。
▼
十
月

か
ら
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
社
会
生
活
に
お
け

る
当
然
の
ル
ー
ル
で
す
。
条
例
不
要
！

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
に
し
た

い
も
の
で
す
。
交
通
安
全
も
火
災
予
防

も
同
じ
く
当
然
の
ル
ー
ル
で
す
よ
ネ
。
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